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令
和
７
年
度
東
吉
野
村
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
全
議
案
を

可
決
、
認
定

◆�

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
歳
入
歳
出

決
算
を
認
定

　

決
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
４
～
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
◆�

一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、
３
０
４
５
万
円
の
補

正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
会
だ
よ
り
発
行
経
費

�

１
０
万
８
千
円

・
熊
本
地
震
義
援
金�

１
０
０
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金�

９
５
万
円

・�

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
毛
皮
剥
製
レ
プ

リ
カ
製
作
経
費�

９
１
０
万
５
千
円

・�

子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対
策
臨
時

給
付
金
事
業�

２
４
５
万
６
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

�

３
２
万
７
千
円

・
過
誤
納
金
還
付
金�

５
０
万
４
千
円

・�

法
面
復
旧
工
事
測
量
調
査
設
計
業

務
委
託
料�

６
０
０
万
円

・�

道
路
維
持
補
修
工
事

�
１
０
０
０
万
円

　

令
和
８
年
第
４
回
東
吉
野
村
議
会

定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
11
日
ま

で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
７
年
度
歳

入
歳
出
決
算
、
令
和
８
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

委
員
の
桝
本
君
孝
氏
の
任
期
が
令

和
８
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
委
員
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◆�

令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
及
び

第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

　　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
２
８
億
７
２
７
８
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
８
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、

３
９
２
１
万
７
千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金

�

６
６
４
万
円

・
保
険
料
過
誤
納
金
還
付
金

�

１
５
万
１
千
円

・�

令
和
７
年
度
の
保
険
給
付
費
の
実

績
確
定
に
伴
う
国
県
支
出
金
等
返

納
金�

３
２
４
２
万
６
千
円

　　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
、
５
億
３
５
６
９
万
１
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

８
月
20
日
、
21
日
、
24
日
の
３
日
間

に
わ
た
る
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、

意
見
書
を
付
し
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆�

東
吉
野
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
、
東
吉
野
村
子
ど
も
医
療

費
助
成
条
例
、
東
吉
野
村
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
７
年
12
月
12
日
に
公
布
さ

れ
、
本
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

支
払
機
関
の
名
称
変
更
に
伴
い
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
変
更

　

簡
易
水
道
の
送
水
施
設
、
配
水
施

設
更
新
事
業
、
消
防
施
設
に
お
い
て

可
搬
式
ポ
ン
プ
の
更
新
整
備
、
吉
野

広
域
行
政
組
合
さ
く
ら
苑
の
備
品
等

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
過
疎
債

を
充
当
す
る
た
め
本
過
疎
計
画
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

敬
老
の
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会　

開
催

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日
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今年度で１０３歳になられる保田アキヱさん

　

今
年
度
村
内
で
17
名
の
方
が
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、

６
名
の
方
が
白
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
鍵
谷
村
長
が
米
寿
・

白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
、「
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
長
寿
の
お

祝
い
を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
村
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
村

主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

残
暑
厳
し
い
中
、
17
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
て
真
剣
な
眼
差
し
で
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仲
間
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
一
打
一
打
に

笑
顔
と
拍
手
が
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
小
栗

栖
の
福
神
善
道
さ
ん
が

見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
、
１
日
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
奉
仕
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
だ
け
で
な
く
道

の
清
掃
ま
で
熱
心
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
分
別
し
て
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
、
そ
の
後
の
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し

た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
活
動
で

７
２
０
㎏
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
川
遊
び
の
ゴ
ミ
、
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
等
は
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
が
、
本
村
の

自
然
環
境
や
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
東
吉
野
村

環
境
保
全
等
マ
ナ
ー
向
上
条
例
を
制
定
し
、
豊
か
な

自
然
を
守
る
た
め
「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
」「
不
法
投
棄

防
止
」
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
村

民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

写
真
右
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

�

森
本
幹
男
さ
ん

三
位　

柳
井　

斉
邦
さ
ん

二
位　

福
井　

康
男
さ
ん

一
位　

福
神　

善
道
さ
ん

橋
本
眞
一
教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

�

木
津
康
さ
ん

敬
老
の
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会　

開
催

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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総 務 費
予 算 額 963,489千円

支出済額 867,431千円 （90.0%）

民 生 費
予 算 額 413,973千円

支出済額 385,203千円 （93.1%）

農林水産業費
予 算 額 318,610千円

支出済額 308,883千円 （96.9%）

公 債 費
予 算 額 289,978千円

支出済額 288,611千円 （99.5%）

教 育 費
予 算 額 261,793千円

支出済額 245,250千円 （93.7%）

土 木 費
予 算 額 270,634千円

支出済額 208,273千円 （77.0%）

衛 生 費
予 算 額 213,949千円

支出済額 208,078千円 （97.3%）

消 防 費
予 算 額 145,091千円

支出済額 138,485千円 （95.4%）

議 会 費
予 算 額 42,888千円

支出済額 40,225千円 （93.8%）

商 工 費
予 算 額 20,628千円

支出済額 19,632千円 （95.2%）

災害 復旧費
予 算 額 2,500千円

支出済額 2,330千円 （93.2%）

諸 支 出 金
予 算 額 1,534千円

支出済額 1,531千円 （99.8%）

予 備 費
予 算 額 10,000千円

支出済額 0千円 （0.0%）

一 般　 会 計 歳　出
歳出予算額	 2,955,067千円
支出済 額	 2,713,933千円（91.8%）
村民一人当たりに使った額 1,913,916円

村　

の　

財　

産

（
土
地
と
建
物
）

土
地　

１
７
８
万
７
８
９
７
㎡

建
物　
（
延
床
）
２
万
７
３
３
３
㎡

　
　
　

�

役
場
庁
舎
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
住
民
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
・
運
動
公
園
・
ふ

る
さ
と
村
・
た
か
す
み
の
里
・
や
は

た
温
泉
・
公
衆
便
所
・
村
営
住
宅
・

杉
風
舎 

他

（
物
品
）

　

乗
用
自
動
車　
　
　
　

12
台

　

貨
物
自
動
車　
　
　
　

13
台

　

可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ　

12
台

　

そ
の
他
消
防
用
車　
　

12
台

　

特
殊
用
途
車　
　
　
　

１
台

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス　
　
　

３
台

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　
　

１
台

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス　

４
台

　

原
動
機
付
自
転
車　
　

２
台

（
基
金
）

　

財
政
調
整
基
金

�

１
０
億
１
９
０
６
万
３
１
６
８
円

　

土
地
開
発
基
金

�

５
７
９
５
万
３
６
１
４
円

　

減
債
基
金

�

３
億
９
４
７
１
万
９
５
９
０
円

　

地
域
振
興
基
金

�

６
０
４
１
万
７
８
９
６
円

　

心
の
ふ
れ
あ
い
集
い
基
金

�

２
８
０
０
万
８
７
０
円

　

深
吉
野
の
石
鼎
顕
彰
基
金�

�

２
０
０
０
万
円

　

災
害
救
助
基
金

�

１
６
７
３
万
１
６
０
０
円

　

そ
の
他
の
基
金

�

３
億
７
３
８
６
万
１
０
７
８
円

令
和
７
年
度
決
算
の
状
況
で
す

広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日
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一 般　 会 計
７年度に行われた主な事業

総　務　費
８６７，４３１千円

・�役場庁舎維持管理経費
・�自治体情報システム標準化対
応支援委託料
・�地籍調査経費
・�物価高騰地域振興券
・�戸籍標準化対応導入業務委託料
・�参議院議員選挙経費
・�衆議院議員選挙経費
・�榛原駐車場管理経費
・�ふるさと村、やはた温泉、た
かすみの里運営経費
・�コミュニティバス運行事業
・�地域おこし協力隊事業
・�シェアオフィス運営事業

民　生　費
３８５，２０３千円

・�高齢者見守り事業経費
・�乳障母等医療費助成
・�老人ホーム措置費
・�さくら苑運営負担金
・�介護保険関係経費
・�後期高齢者医療関係経費
・�学童保育運営経費
・�児童手当
・�人権啓発経費

農林水産業費
３０８，８８３千円

・�農業委員会経費
・�有害鳥獣駆除事業経費
・�施業放置林整備事業経費
・�林業事業体体質強化対策事業
補助金
・�村産材生産促進事業補助金
・�森林作業道整備事業補助金
・�混交林整備事業委託料
・�美しい森林づくり基盤整備交
付金
・�小さな道の駅運営管理委託経費
・�山村活性化対策事業委託料

公　債　費
２８８，６１１千円

・�償還元金
・�長期借入金利子

教　育　費
２４５，２５０千円

・�小・中学校スクールバス運行
委託料
・�修学旅行補助金
・�幼稚園バス運行経費
・�学校施設整備経費
・�宝蔵寺しだれ桜再生事業委託料
・�文化財保存補助金
・�文化鑑賞会事業経費
・�人権教育推進経費
・�スポーツ促進経費

土　木　費
２０８，２７３千円

・�道路維持補修経費
・�生活道路等整備事業補助金
・�雪寒対策業務委託料
・�橋梁点検業務委託料
・�災害防除工事
・�道路改良工事
・�舗装改良工事
・�橋梁補修工事

衛　生　費
２０８，０７８千円

・�南和広域医療組合負担金
・�各種健診予防対策経費
・�合併処理浄化槽設置補助金
・�クリーンセンター運営管理負
担金
・�さくら広域環境衛生組合負担金
・�宇陀衛生一部事務組合負担金
・�簡易水道関係経費

消　防　費
１３８，４８５千円

・�奈良県広域消防組合負担金
・�消防団員報償
・�防災行政放送設備保守点検委
託料
・�県防災行政通信ネットワーク
衛星回線等再整備負担金

議　会　費
４０，２２５千円

・�議員研修経費
・�活動旅費
・�政務活動費交付金

商　工　費
１９，６３２千円

・�小規模商工業指導事業補助金
・�不況特別対策事業補助金
・�地域特産品等販路拡大支援事
業補助金
・�プレミアム商品券発行支援事業
・�種苗鮎放流事業補助金
・�観光力向上事業補助金

災害復旧費
２，３３０千円

・�道路河川災害復旧事業

予 算 額 1,230,000千円
地方交付税

収入済額 1,710,432千円（139.1%）

予 算 額 581,497千円
繰 越 金

収入済額 690,850千円（118.8%）

予 算 額 342,027千円
国庫支出金

収入済額 263,860千円 （77.1%）

予 算 額 200,900千円
村 債

収入済額 161,600千円 （80.4%）

予 算 額 136,488千円
県 支 出 金

収入済額 135,041千円 （98.9%）

予 算 額 127,212千円
村 税

収入済額 128,028千円（100.6%）

予 算 額 109,821千円
地方譲与税

収入済額 107,023千円 （97.5%）

予 算 額 42,666千円
諸 収 入

収入済額 71,592千円（167.8%）

予 算 額 39,146千円 地 方 消 費
税 交 付 金収入済額 40,329千円（103.0%）

予 算 額 121,852千円
そ の 他

収入済額 20,587千円 （16.9%）

予 算 額 14,700千円 使 用料及び
手 数 料収入済額 13,333千円 （90.7%）

予 算 額 5,031千円
寄 附 金

収入済額 7,362千円（146.3%）

予 算 額 3,727千円 環境性能割
交 付 金収入済額 3,802千円（102.0%）

歳　入
歳入予算額	 2,955,067千円
収入済額	 3,353,838千円（113.5%）
村民一人当たりに入った額	 2,365,189円

区　分 予算額 収入済額 支出済額
学校給食
事業費 29,103千円 28,418千円 28,418千円

国民健康保険
事業費 259,568千円 287,138千円 231,368千円

介護保険 557,720千円 512,008千円 473,169千円
後期高齢者
医療 60,006千円 56,103千円 56,033千円

区　分 予算額 収入済額 支出済額
収益的収支 148,014千円 154,791千円 144,552千円
資本的収支 51,909千円 44,283千円 93,043千円

特 別 会 計 の 状 況

公営企業会計の状況（簡易水道事業会計）

令和７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について
●健全化判断比率

東吉野村の数値 早期健全化基準
実質赤字比率 ― １５．００
連結実質赤字比率 ― ２０．００
実質公債費比率 ８．１ ２５．０
将来負担比率 ― ３５０．０

※実質赤字比率、連結赤字比率は、赤字がないため「－」表示と
なっています。将来負担比率についても、マイナスとなるた
め「－」表示となっています。

●資金不足比率
簡易水道事業会計 経営健全化基準

資金不足比率 ― ２０．００
※資金不足でないことから「−」表示となっています。
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交通安全県民運動の様子

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日

間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
中
は
、
早
朝
よ
り
桜
井
・

宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東

吉
野
分
会
や
役
場
職
員
ら
が
啓
発
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
24
日
午
後
か
ら
は
大
字
小
川

の
千
代
橋
で
交
通
安
全
関
所
が
設
け

ら
れ
、
桜
井
警
察
署
や
村
長
と
と
も
に

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
啓
発
し
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
に
近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支

局
構
内
（
大
和
郡
山
市
）
で
開
催
さ
れ
た

「
第
31
回
奈
良
県
消
防
操
法
大
会
」
に
吉

野
支
部
代
表
と
し
て
本
村
消
防
団
が
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
、
見
事
優
勝

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
団
員
が
日
頃

培
っ
た
消
防
技
術（
消
火
活
動
の
正
確
性
、

迅
速
性
、
規
律
な
ど
）
を
競
い
合
い
、
士

気
の
高
揚
と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
の

重
要
な
大
会
で
す
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
４
支
部
が

出
場
し
、
本
村
消
防
団
は
競
技
順
「
一
番

手
」
と
し
て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
一

番
手
は
、
後
に
続
く
全
チ
ー
ム
の
基
準
と

な
る
た
め
大
き
な
重
圧
が
伴
う
立
場
で
し

た
が
、
選
手
た
ち
は
落
ち
着
い
た
確
実
な

動
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
鍵
谷
村
長
を
は
じ
め
、

丸
井
村
議
会
議
長
、
県
広
域
消
防
組
合
大

淀
消
防
署
吉
野
分
署
関
係
者
、
吉
野
支
部

関
係
者
、
本
村
消
防
団
員
や
出
場
団
員
の

家
族
等
が
応
援
や
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
大
会
に
向
け
て
約
3
ヶ
月

間
、
県
広
域
消
防
組
合
大
淀
消
防
署
吉
野

分
署
の
教
官
の
指
導
を
は
じ
め
と
し
て
、

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
文
化
交
流
会

【
祝
・
優
勝
】

第
31
回
奈
良
県
消
防
操
法
大
会
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）
で
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
！

津
野
中
央
小
学
校
・
東
吉
野
小
学
校
交
流
会

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

出
場
団
員
：

本
部
機
動
隊　

副
隊
長

�

富
本　

忠
寛
（
指
揮
者
）

第
４
分
団　

団
員

�

西
垣　

徹　
（
１
番
員
）

第
11
分
団　

団
員

�

目
黒　

大
地
（
２
番
員
）

本
部
機
動
隊　

班
長

�

駒
井　

翔
太
（
３
番
員
）

第
９
分
団　
　

団
員

�

小
坂　

翔　
（
補
充
員
）

第
10
分
団　

副
分
団
長

�

福
岡　

尉
仁
（
旗　

手
）

本
村
の
消
防
団
員
や
吉
野
支
部
の
町
村
か

ら
の
激
励
や
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

仕
事
や
日
々
の
生
活
の
合
間
を
縫
っ
て
、

厳
し
い
訓
練
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
そ
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
一
糸
乱
れ
ぬ
統
制
の
と
れ
た
操
法

を
披
露
し
、
審
査
員
や
会
場
の
観
客
を
魅

了
。
日
頃
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
見
事
に
結

実
し
た
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
積
み
重

ね
て
き
た
努
力
が
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
熱
意
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
村
の
安
全
・
安
心
の

守
り
手
と
し
て
末
永
く
活
躍
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
優
勝
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日
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東
吉
野
小
学
校
５
･
６
年
生
７
名
が
８
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
愛
知
県
刈
谷

市
を
訪
問
し
、
刈
谷
市
内
の
５
校
の
小
学
校
６
年
生
９
名
と
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

刈
谷
市
は
、
天
誅
組
三
総
裁
の
一
人
松
本
奎
堂
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、
平
成
25
年

に
ゆ
か
り
の
ま
ち
友
好
市
町
村
の
盟
約
を
結
ん
で
か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
に
か
け
て
刈
谷
市
内
の
15
の
小
学
校
が
修
学
旅
行
で
本
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
一

年
目
に
訪
れ
た
亀
城
小
学
校
６
年
生
と
は
体
育
館
で
交
流
会
を
も
ち
、
天
誅
組
志
士

の
心
に
触
れ
る
相
互
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
、
令
和
４
年
度
に
は
刈

谷
市
か
ら
も
招
待
を
受
け
本
村
の
５
･
６
年
生
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
刈
谷
市
･
東
吉
野
村
児
童
文
化
交
流
会
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
度
は
刈
谷
市
の
５
年
生
児
童
代
表
10
名
が
本
村
を
訪
れ
、
今
年
度
は
、
本
村
の
児

童
が
刈
谷
市
を
訪
問
し
、
昨
年
度
本
村
を
訪
れ
た
刈
谷
市
の
児
童
９
名
と
交
流
し
ま

し
た
。
歴
史
博
物
館
で
は
、
ペ
ア
と
な
っ
て
館
内
の
説
明
を
受
け
、
亀
城
公
園
内
に

あ
る
史
跡
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
日
目
の
工
場
見
学
（
デ
ン
ソ
ー
）
も

一
緒
に
行
い
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
吉
野
小
学
校
５
･
６
年
生
７
名
が
７
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日
間
高
知
県

津
野
町
を
訪
問
し
、
23
日
に
津
野
中
央
小
学
校
５
年
生
７
名
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

津
野
町
は
天
誅
組
総
裁
吉
村
寅
太
郎
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、
平
成
19
年
に
改
め
て

姉
妹
町
村
の
盟
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
よ
り
一
年
お
き
に
本
村

の
５
･
６
年
生
児
童
が
津
野
町
を
訪
れ
、
津
野
中
央
小
学
校
と
の
親
交
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
津
野
中
央
小
学
校
で
両
校
児
童
が
顔
を
合
わ
せ
、
自
己
紹

介
の
後
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
ゲ
ー
ム
、
津
野
中
央
小
学
校
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
津
野

山
古
式
神
楽
の
体
験
を
保
存
会
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
復
元
さ
れ
た
吉
村
寅
太
郎
の
生
家
に
て
吉
村
寅
太
郎
や
天
誅
組
に
つ
い
て

の
講
話
を
聞
き
、
寅
太
郎
の
人
柄
や
功
績
、
東
吉
野
村
と
の
つ
な
が
り
を
学
び
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
等
で
共
に
活
動
し
、
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
が
通
い
合
う
大
変
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
高
知
城
に
立
ち
寄
り
、
天
守
閣
か
ら
高
知
の
街
並
み
を
一
望
。
２
日

目
は
、
高
知
県
と
愛
媛
県
の
県
境
、
高
見
山
よ
り
高
い
標
高
１
３
３
５
ｍ
に
あ
る
星

降
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
で
宿
泊
。
夕
刻
か
ら
の
雷
雲
で
、
土
佐
湾
ま
で
見
え

る
景
色
や
澄
み
切
っ
た
夜
空
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
朝
、
眼
下

に
広
が
る
雲
海
の
美
し
さ
に
感
動

し
て
い
ま
し
た
。
３
日
目
は
、
北

淡
震
災
記
念
公
園
に
立
ち
寄
り
、

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
実
際
の
断

層
や
被
害
の
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
防
災
意
識
が
高
ま
り
ま

し
た
。

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
文
化
交
流
会

津
野
中
央
小
学
校
・
東
吉
野
小
学
校
交
流
会

広 報 ひ がしよし の令和８年10月１日
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東吉野中学校文化祭
＃最高の文化祭をいまここで

桜
井
青
年
会
議
所
と
東
吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
時
等
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　９月１８日東吉野中学校で文化祭が行われました。生徒たちが授業で作成した作品や夏休みの自由研　９月１８日東吉野中学校で文化祭が行われました。生徒たちが授業で作成した作品や夏休みの自由研
究など、様々な展示のほか、人権作文の発表、各学年による学習発表、合唱などが行われました。究など、様々な展示のほか、人権作文の発表、各学年による学習発表、合唱などが行われました。
　生徒達は、「＃最高の文化祭をいまここで」をスローガンに一生懸命に練習し、観ている保護者や先生　生徒達は、「＃最高の文化祭をいまここで」をスローガンに一生懸命に練習し、観ている保護者や先生
方に笑顔と感動を与える演技や発表を披露しました。方に笑顔と感動を与える演技や発表を披露しました。

広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日
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災
害
時
に
被
災
地
の
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
、
効
果
的
な
支
援
活
動
を
行
う
た
め

に
、
平
常
時
か
ら
情
報
交
換
や
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
相
互
理
解
や
協
力
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
目
的
の
協
定
締
結
式
が
、
８
月
20
日
に
桜
井
市
の
大
和
信
用
金
庫
別

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
に
桜
井
青
年
会
議
所
の
エ
リ
ア
で
あ
る
桜
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
宇
陀
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
曽
爾
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
御
杖
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
東

吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
２
市
３
村
は
個
別
で
同
様
の
協
定
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
は
桜
井
青
年
会
議
所
と
２
市
３
村
の
社
協
で
連
携
を
図
り
、
災
害
時
に
向
け

た
様
々
な
活
動
を
一
緒
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

桜
井
青
年
会
議
所
と
東
吉
野
村
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
時
等
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
締
結
式

広 報 ひ がしよし の令和８年10月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

1010
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た
内
容

は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

10
月
17
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

　
（
正
午
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
10
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
住
民
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と　

き

　

10
月
21
日
（
水
）　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

対　

象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内　

容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同
士

の
交
流

持
ち
物　

飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
19
日
（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

と　

き

　

11
月
５
日
（
木
）　

受
付
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

村
住
民
ホ
ー
ル

対　

象　

・
満
16
歳
か
ら
満
69
歳
の
村
民

・
村
内
に
職
域
を
有
す
る
方

注
意

※�

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
か
ら

64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
こ
と

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た

方
は
、
接
種
後
48
時
間
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と

持
ち
物

　

献
血
手
帳
（
手
帳
が
な
い
方
は
運
転
免

許
証
・
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も

の
）

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始
し

ま
す
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
、
接
種
費
用
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
接
種
期
間
は
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関

に
ご
確
認
の
上
、
予
防
接
種
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

【
高
齢
者
等
】

対　

象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防
接

種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）～
12
月
31
日
（
木
）

費　

用

　

自
己
負
担
２
，
０
０
０
円

　
（
生
活
保
護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方　

法

１
）
村
内
医
療
機
関
、
南
和
広
域
医
療
企

業
団
３
病
院
（
五
條
病
院
、
吉
野
病
院
、

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
場
合

当
日
医
療
機
関
で
２
，
０
０
０
円
を
支
払

い
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
３
病
院
の
予
約

は
10
月
13
日
か
ら
病
院
窓
口
で
の
み
可

能
で
す
。

２
）
上
記
以
外
の
医
療
機
関
の
場
合
（
償

還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
月
）
ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要
書

類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写
し

を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤�

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除
い
た

金
額
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
９
年
２
月
26
日
（
金
）

【
子
ど
も
】

対　

象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
20

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
接
種

当
日
の
時
点
で
生
後
６
か
月
に
達
し
て
い

る
方

※�
13
歳
未
満
は
２
回
、
13
歳
以
上
は
１
回

接
種

※�

点
鼻
薬
で
の
接
種
に
つ
い
て
は
助
成
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）～
12
月
31
日
（
木
）

助
成
額　

接
種
費
用
の
全
額

助
成
方
法　

償
還
払
い

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
月
）
ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要
書

類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写
し

を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
９
年
２
月
26
日
（
金
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
定
期
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
開

始
し
ま
す
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
接
種
費
用

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
医
療

機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
医
療
機
関
に
ご
確
認
の
上
、
予
防
接
種

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
等
】

対　

象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防
接

種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）～
12
月
31
日
（
木
）

費　

用

　

自
己
負
担
３
，
０
０
０
円

　
（
生
活
保
護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方　

法

１
）
村
内
医
療
機
関
、
南
和
広
域
医
療
企

業
団
３
病
院
（
五
條
病
院
、
吉
野
病
院
、

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
場
合

　

当
日
医
療
機
関
で
３
，
０
０
０
円
を
支

払
い
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日

10



※�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
３
病
院
の
予
約

は
10
月
13
日
か
ら
病
院
窓
口
で
の
み
可

能
で
す
。

２
）
上
記
以
外
の
医
療
機
関
の
場
合
（
償

還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
月
）
ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要
書

類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写
し

を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤�

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除
い
た

金
額
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
９
年
２
月
26
日
（
金
）

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

今
回
は
、
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た

め
に
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
ブ

レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ブ
レ
ス
ト
・
ア

ウ
ェ
ア
ネ
ス
は
、「
乳
房
を
意
識
す
る
生

活
習
慣
」
で
す
。

〈
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の

�

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

１
．
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

　

乳
房
チ
ェ
ッ
ク
は
、
着
替
え
や
入

浴
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
際
に
乳
房
を
見
て
、

触
っ
て
、
感
じ
る
こ
と
で
す
。
し
こ
り
を

探
す
（
自
己
触
診
）
と
い
う
行
為
や
意
識

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
で

乳
房
を
意
識
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

２
．
乳
房
の
変
化
に
気
を
つ
け
る

　

変
化
と
し
て
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
乳
房
の
し
こ
り
」「
乳
房
の
皮
膚
の
く
ぼ

み
や
引
き
つ
れ
」「
乳
頭
か
ら
の
分
泌
物
」

「
乳
頭
や
乳
輪
の
び
ら
ん
」
な
ど
で
す
。

３
．�

変
化
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
医
師
へ
相

談
す
る

　

し
こ
り
や
引
き
つ
れ
等
の
変
化
に
気
づ

い
た
ら
、
次
の
検
診
を
待
つ
こ
と
な
く
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

４
．�

40
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回
乳
が

ん
検
診
を
受
け
る

　

乳
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
乳
が
ん
で
な

く
な
る
女
性
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
40
歳

以
上
の
女
性
は
、
２
年
に
１
度
は
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
結
果
が

「
異
常
あ
り
」
の
場
合
は
必
ず
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
乳
が
ん
検
診
の
適
切
な
情
報

提
供
に
関
す
る
研
究

運
動
で
高
血
圧
を
予
防
し
よ
う

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
日
々
の
生
活
の
中
で
ど
の
程
度

運
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
定
期
的
に
運

動
を
す
る
と
、
筋
肉
に
酸
素
や
栄
養
を
運

ぶ
た
め
に
血
管
が
広
が
っ
た
り
、
交
感
神

経
の
緊
張
が
緩
和
さ
れ
て
血
圧
が
下
が
り

ま
す
。
特
に
お
す
す
め
の
運
動
は
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
で
す
。

う
っ
す
ら
汗
を
か
き
、
仲
間
と
笑
顔
で
話

を
し
な
が
ら
で
き
る
ペ
ー
ス
で
30
分
以
上

行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
場
合
は
、
あ
ご
を
引
い
て
背
筋
を

伸
ば
し
、
両
腕
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
歩

く
と
よ
り
効
果
的
で
す
。
運
動
が
で
き
な

い
方
は
、
テ
レ
ビ
体
操
を
取
り
入
れ
た
り
、

掃
除
や
庭
の
手
入
れ
等
日
常
生
活
の
中
で

な
る
べ
く
体
を
動
か
す
機
会
を
つ
く
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
朝
晩
は
涼
し
く
な

り
ま
し
た
が
、
運
動
の
前
後
に
は
水
分
補

給
も
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

※�

重
度
の
高
血
圧
の
方
、
心
臓
や
腎
臓
、

目
の
病
気
を
お
持
ち
の
方
は
、
主
治
医

に
相
談
し
て
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
１０月１３日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月８日（木）

奈良県眼科医会

精神科に関する
健康相談

１０月２３日（金）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月１６日（金）

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する
健康相談

１０月２８日（水）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月２１日（水）

奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

☆目の愛護デー「目の健康相談」の案内　　　　　
講演会名 日　時 場　所 内　容

目の愛護デー
「目の健康相談」

１０月１７日（土）
午後２時～４時

秋篠音楽堂
奈良市西大寺東町２－４－１
ならファミリー６階

○無料相談
○相談医
　２名（眼科専門医）

連絡先　奈良県眼科医会事務局
　　　　TEL　０７４４－２２－８５０２　FAX　０７４４－２３－７７９６　※予約不要

令和8年10月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の令和８年10月１日
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加齢性難聴は早期発見が大切です
【加齢性難聴とは】
　加齢による“聞こえ”の変化、ご存じですか？
　加齢性難聴とは、年齢を重ねることで少しずつ聴力（耳の聞こえ）が低下していく現象です。特に高い音が聞
き取りづらくなる傾向があり、75歳以上の方の約7割に見られると言われています。
　初期のうちは「聞き返すことが増えた」「テレビの音が大きいと言われる」といった身近な変化で気づくことが
多くありますが、そのまま放っておくと、周囲との会話が難しくなり、孤立感が強まることがあります。
　結果として、認知症やうつ症状のリスクが高まる可能性も指摘されています。
　また、外出先で車や自転車の音に気づきにくくなる、災害時の警報やアナウンスを聞き逃してしまうなど、安
全面でも注意が必要です。
　加齢性難聴は自然な加齢現象の一つですが、早期に気づいて適切な対策をとることで、安心・安全な日常生活
を維持することができます。

【「聞こえ」をセルフチェック！】 
　1つでも当てはまる方は、早めに医療機関（耳鼻咽喉科）に相談しましょう。

　　１．会話をしているときに聞き返すことがよくある。
　　２．うしろから呼びかけられると気づかないことがある。
　　３．聞き間違いが多い。
　　４．見えないところからの車の接近にまったく気づかないことがある。
　　５．話し声が大きいと言われる。
　　６．集会や会議など数人の会話がうまく聞き取れない。
　　７．電子レンジの「チン」という音やドアのチャイムの音が聞こえにくい。
　　８．相手の言ったことを推測で判断することがある。
　　９．家族にテレビやラジオの音量が大きいと言われることがよくある。

出典：一般社団法人 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会　　

【加齢性難聴の予防】
　加齢性難聴は年齢による自然な変化とされていますが、実はそれだけが原因ではありません。
イヤホンで大きな音を長時間聞く習慣や、高血圧・高血糖・脂質異常などの生活習慣病、さら
には動脈硬化なども、難聴の進行を早める要因になると考えられています。
　このため、聞こえを守るためには、日頃からバランスのとれた食事や適度な運動を心がけ、
耳にやさしい生活環境を整えることが大切です。
　毎日の積み重ねが、将来の「聞こえ」を守ります。

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センター（４２ｰ０４４１）にお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお受けするため、
東吉野村役場にて窓口を開設しています。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて生活相談センターのどかの相談員が対応いたします。
　　日　時　１０月２１日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　０７４６ｰ４２ｰ０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先にお知らせ頂けれ
ば訪問させていただきます。
※相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７ｰ５３ｰ２１５３へご連絡頂ければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日
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いちたつ盆踊り　×　伝統文化　×　次世代
　８月２２日にいちたつ盆踊りを開催しました。
　約３００名の方が来場して、若い世代から年配の世代、村内の人から村外の人、特に外国
人の方が例年以上に多く参加してくれて盆踊りの輪に入って共に楽しむ姿はとても感動的な
光景でした。

　今後、伝統文化を次世代につないでいくために大切なことは、年齢や国籍を問わず、小
さな輪を地道に広めていくことが重要となります。

　今年は盆踊りの予行練習と題して、いちたつミニ盆踊りを平野、木津、三尾、小川の４
カ所で開催して、約８０名の方が参加してくれました。
　夕方の１８時３０分から各公民館等で２時間しっかりと踊り、冷房があって快適に踊れ
る環境と夜でも気軽に参加しやすい利便性もあり、本番に来れない方が踊れる場所を用意
できたのは、ぬくもりらしい取組活動につながりました。
　いちたつ盆踊りは人を笑顔にし、地域を元気にして、これまらもみんなで踊る輪を次
の世代へつないでいきます。

広 報 ひ がしよし の令和８年10月１日
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「大人の食育」と食育基本法改正のポイント
〜「子どものため」から「すべてのライフステージの人」へ〜

知って
おきたい！

■背景：なぜ今、大人に食育が必要なのか？

　これまでの食育は、学校や家庭における「子どもの育成」が中心でした。

しかし、現在２０歳代から３０歳代の働く世代の食を取り巻く環境には、大

きな課題が生じています。

働く世代の食習慣の乱れ 健康リスクと将来への影響 食糧安全保障・環境問題

　朝食の欠食率の上昇、外食・

惣菜利用による栄養の偏り、一

人で食べる「孤食」の増加。

　生活習慣病になりやすくな

る、将来的な健康寿命の短縮。

　物価変動や国際情勢の変化、

持続可能な食卓を支える「大人

の消費行動」の必要性。

　こうした背景から、令和８年５月に食育基本法が改正され、「大人・働く世代への食育推進」が大きな

柱として位置づけられました。

■大人の食育がもたらす３つメリット

健康寿命を延ばす

　生活習慣病を予防し、将来

にわたり、元気で動ける身体

をつくる。

仕事・生活の質の向上

　適切な栄養摂取により、日々

の疲労軽減や集中力アップに

つながる。

持続可能な食を支える

　国産食材の選択や食品ロス

削減など、社会の食卓を次世

代へ守りつなぐ。

■今日からできる！「大人の食育」3つの実践ステップ

ステップ 実践内容 具体的なアクション

STEP1
主食・主菜・

副菜を意識する

ラーメンや丼ものなどの単品で済ませず、小鉢（サラダや

和え物）や汁物を1品プラスして栄養バランスを整える。

STEP2 朝食の習慣化
忙しい朝も、納豆ご飯、バナナ、ヨーグルトなど手軽にと

れるものを活用し、脳と身体にエネルギーを補給する。

STEP3 持続可能な消費行動
買いすぎを防ぎ食品ロスをゼロへ。地場産物や国産食材を

積極的に選び、日本の農林水産業を支える。

★食育は未来の自分と社会への「自己投資」

　食育は子どもだけの学びではありません。大人の毎日の「選択」が、自分自身の健康をつくり、日本

の食の未来を支えます。まずは今日の食事から、できる「ひと工夫」を始めてみましょう。

広 報 ひ がしよし の 令和８年10月１日
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